






期間：2016 年 12 月 8 日 ～ 12 月 12 日
　今回，京都大学経済学部の塩地洋教授が実施する現地調査に参加し，12 月 10 日に，
当地 Suva にある Toyota Tsusho（South Sea）［現地側資本名は Asco Motors］の本
部兼ショールームを訪ね，CEO の C. Sims 氏からフィジーにおける新車および中古
車市場の動向や現地の自動車リサイクルの状況等に関してお話を伺った。また，12









約 89 万人（2015 年），面積約 1.8 万平方キロメートル（四国とほぼ同じ），そして
300 余りの島々からなる島嶼国であり，1 人当たり国民所得は日本の約 7 分の 1 の約
4,800US ドル（2015 年）にとどまっているが，公共輸送機関が未発達のため，2011
年の自動車の総保有台数は約 82,000 台（2011 年），人口 1,000 人当たりでは約 95 台
（同）にまで達し，同程度の国民所得水準の国々と比べると，相対的に高い値を示し
ている。またリーマンショックが発生した 2008 年以降，日本からフィジーへの中古
車輸出台数が急速に増加し，2008 年の 68 台から，2009 年には 645 台，2014 年には
6,033 台へ，そしてハイブリッドの中古車（トヨタ社のプリウス等）に対する輸入関






車の販売台数については，2015 年の国内販売台数約 3,000 台のうち，Toyota Tsusho

















車台数は約 4,700 台（2011 年）であり，処理台数としては 1 日あたり約 20 台に過ぎ
ないため，シュレッダーやプレス機等，日本と同様の設備を用いると自動車解体企業
の採算が合わず，また中古部品を同国内で再利用するにも適当なマッチング機会が不
足する状況となりやすい。また，日本までは約 8,000 キロメートルあり，廃棄車両 1

















島での放置車両に関しても対策が進められ，放置台数は 2004 年の 1 万 6,707 台から



























告資料，2017 年 2 月 18 日，京都大学
Nadi 郊外の廃棄自動車野積み現場
